別紙様式１
坂戸市提案型協働事業計画書
	団体名
	



	事業の名称
	

	現状と課題
（的確性）
	

	事業の目的
及び目標
（的確性）
（公益性）
	

	事業内容
いつ、どこで、誰に
どのように、何を等
（公益性）
（具体性・実現性）
	

	実施体制
（実施能力）
	

	協働における
役割分担
（役割分担）
	（提案団体が担う役割）


	
	（市が担う役割）


	スケジュール
（具体性・実現性）
	

	事業により
期待される効果
（事業効果）
	



坂戸市提案型協働事業計画書記載例

	団体名
	


メンバー構成や緊急時の対応方法等を記入してください。

	事業の名称
	市民活動普及・啓発事業

	現状と課題
（的確性）
	近年、地域課題や社会ニーズの複雑・多様化しており、市民活動は地域を支える担い手として重要であるが、団体会員の高齢化やコロナ禍による活動自粛により、活動の継続が困難な状況となっている。

	事業の目的
及び目標
（的確性）
（公益性）
	主に坂戸市で公益的な活動をしている市民活動団体や社会貢献活動を行っている団体の日頃の取組を広く市民の方に知ってもらうイベント等を開催し、坂戸市における市民活動の普及・啓発を図かり、市民の市民活動の参画を広げる。

	事業内容
いつ、どこで、誰に
どのように、何を等
（公益性）
（具体性・実現性）
	
秋（11月下旬）頃、市内公共施設において、市民活動団体等を一堂に会し、「展示」、「発表」、「体験」、「販売」のほか、市民活動の普及・啓発を図るための講演会や集客を見込んだ各種アトラクション等を盛り込んだイベントを開催し、一人でも多くの市民が、市民活動へ触れる機会を提供する。あわせて、来場者アンケートを実施する。
　また、準備に伴う参加団体会議を定例的に行い相互の連携を図る。事業内容（解決方法）を具体的に記入してください。


	実施体制
（実施能力）
	
・参加団体会議は、各参加団体から選出されたメンバーで構成し、イベント内容を協議していく。また、構成メンバーで「展示」、「発表」、「体験」、「販売」など役割分担し、準備を進めていく。
・イベント当日は、参加団体全員と学生ボランティアで実施する。
・連絡網を作成し、緊急時等の連絡対制を整える。

	協働における
役割分担
（役割分担）
	（提案団体が担う役割）
・事業の企画、運営
・参加団体会議の開催
・ポスター、チラシ等作成
・アンケートの作成、集計

	
	（市が担う役割）
・ポスター掲示、チラシ配架、広報さかど、HP、その他SNSでのイベント周知
・会場の借上げ
・イベントに対する助言事前協議で協働関係課と役割分担を決めてください。


	スケジュール
（具体性・実現性）
	
６月　協働関係課と打合せ（随時）
参加団体の募集・関係団体への声掛け
７月　参加団体会議・企画立案
８月　参加団体会議／講演依頼、各種出演交渉
９月　参加団体会議／備品、消耗品手配
１０月　参加団体会議・最終確認
１１月　イベントの開催
１２月　反省会事業採択後から翌年２月末までに完了できるようなスケジュールを設定してください。


	事業により
期待される効果
（事業効果）
	

・事業実施により市民への市民活動に対する理解が深まり、市民活動への参画が広がる。
・団体会員が増加し、団体活動が活性化する。
・団体間の連携及び行政との協働体制が強化され、地域実情に応じた課題解決が図れる。




